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２
０
１
２
年
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
『
天
才

ア
ー
ト
展
』。第
６
回
目
と
な
る
２
０
１
７
年
度
は
、

９
月
の
前
期
展
と
10
月
の
後
期
展
の
２
回
に
わ
た

り
、
２
つ
の
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
２
回
、

２
会
場
に
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し

た
展
示
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
同
展
は
「
東
ア

ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
７
京
都
」
の
連
携
事
業
で
、

京
都
の
伝
統
産
業
や
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
商
品
も

展
示
販
売
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

前
期
展
（
９
月
21
日
〜
10
月
１
日
）
の
テ
ー
マ
は

『Endless and Breath

』
で
、
中
京
区
に
あ
る

「
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
」
が
会
場
と
な
り
ま
す
。

「
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
」
は
、
本
年
６
月
か
ら
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
新
設
工
事
中
で
、
本
展
は
「
ウ
ィ
ン
グ

ス
京
都
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

展
」
と
な
り
ま
す
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
ワ
ン
フ
ロ

ア
２
４
０
㎡
の
無
柱
空
間
が
特
長
で
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
展
示
形
態
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

後
期
展
（
10
月
27
日
〜
11
月
８
日
）
の
会
場
は
、

従
来
か
ら
継
続
し
て
利
用
し
て
い
る
「
堀
川
御
池

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
す
。
な
お
、
後
期
展
で
は
「
障

碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
（
仮
題
）」

を
テ
ー
マ
に「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
併
催
い
た
し
ま
す
。

文
化
庁
京
都
移
転
に
向
け
て
地
域
文
化
創
生
本

部
が
東
山
区
に
開
設
さ
れ
、
障
碍
者
の
芸
術
振
興

が
重
点
施
策
の
一つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
こ
う
し
た
点
も
含
め
、
幅
広
く
論
議
を
展

開
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

予 　 告

展 覧 会

【
前
期
展
】
入
場
無
料

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画

展
『Endless and Breath

』

９
月
21
日
（
木
）
〜
10
月
１
日
（
日
）

11
時
〜
18
時
／
27
日
（
水
）
は
休
館

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
京
都
市
中
京

区
東
洞
院
六
角
下
る
御
射
山
町
２
６
２

【
後
期
展
】
入
場
無
料

『
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
』

10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
８
日
（
水
）

11
時
〜
18
時
／
月
曜
日
休
館

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
京
都
市
中
京
区
油
小

路
通
御
池
上
る
押
油
小
路
町
２
３
８-

１

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
入
場
無
料

「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題（
仮
題
）」

＊
障
碍
の
あ
る
人
の
独
創
的
な
コ
コ
ロ
の
芸
術
を
ど
う
呼
ぶ
べ
き
か

＊
作
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ど
う
創
出
す
れ
ば
い
い
か 

な
ど

10
月
28
日(

土)　

14
時
〜
16
時
30
分

会
場
：
京
都
市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学
校

　
　
　
「
城
巽
ア
リ
ー
ナ
」（
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
隣
）

〈
講
師
〉

松
坂 

浩
史（
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
事
務
局
長
） 

建
畠 

晢　
（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
館
長
・

　
　
　
　
　

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
館
長
）

服
部 

正　
（
甲
南
大
学
文
学
部
准
教
授
） 

高
島 

寛　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
）

CO
CO

N
 KARASU

M
A 3F

〈Kara-S

〉で「
天
才
ア
ー
ト
展
」開
催

　

京
都
精
華
大
学
が
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

《Kara-S

》
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
去
る
４
月
４

日
（
火
）
か
ら
同
16
日
（
日
）
ま
で
「
天
才
ア
ー

ト
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

京
都
の
中
心
地
・
烏
丸
四
条
に
あ
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ルCO

CO
N

 KARASU
M

A

３
階

の
通
路
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
白
い
オ
シ
ャ
レ
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
は
、
壁
面
に
高
畠
晃
平
、
富
田
晃
生
、

前
田
笑
弥
、
中
央
フ
ロ
ア
に
石
原
寛
子
、
加
藤
武

晴
の
５
名
の
ア
ー
チ
ス
ト
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
は
初
め
て
作
品
を
目
に
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
客
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
鮮
な
感
覚

に
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、

こ
の
展
覧
会

を
機
に
同
サ

テ
ラ
イ
ト
施

設
の
シ
ョ
ッ

プ
で
天
才

ア
ー
ト
作

品
の
複
製

画
《Tensai 

Art R 

》
が

販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
は

前・後
期
、２
会
場
で
開
催
!!

ウィングス京都の外観堀川御池ギャラリーの外観

報 　 告

展 覧 会
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会
報
13
号
で
も
ご
案
内
し

た
第
３
回
企
画
展
〝
非
形
態

の
表
象
〟
を
６
月
１
日
（
木
）

〜
11
日
（
日
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
６
月
３
日
、
い
ず
れ
も

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
当
機
構
の
新

道
ア
ト
リ
エ
、
な
ら
び
に
京

都
府
内
の
ア
ー
ト
制
作
に
注

力
し
て
い
る
障
碍
福
祉
就
労

施
設
か
ら
、
計
10
人
の
作
家

の
参
加
を
得
て
、
絵
画
な
ど

の
平
面
作
品
94
点
、オ
ブ
ジ
ェ

２
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
作
品
は
、
①
心
象
が
非

定
型
に
描
写
さ
れ
る
個
性
的

作
風
、
②
持
続
す
る
制
作
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
選
定
。
こ
れ
は
、
障

碍
の
あ
る
人
の
中
で
も
、
と

り
わ
け
際
立
つ
制
作
・
表
現

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
５
年
に
わ
た

り
必
ず
画
用
紙
の
両
面
に
数

百
枚
も
描
き
続
け
ら
れ
て
い

る
作
品
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を

巻
き
付
け
て
パ
イ
プ
状
に
し
て

「
増
殖
す
る
」
オ
ブ
ジ
ェ
を
10
年
近
く
制
作
し
続

け
て
い
る
作
者
な
ど
、
そ
の
独
創
的
制
作
ス
タ
イ
ル

と
持
続
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、来
場
者
に「
発
見
」や「
感

動
」
を
呼
び
起
こ
し
、魅
了
し
た
こ
と
は
、ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〜
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
の
出
会
い
〜

「
い
き
い
き
春
の
文
化
祭
」
に
参
加

　
「
い
き
い
き
春
の
文
化
祭
〜
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
と
の
出
会
い
〜
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
、去
る
４

月
29
日
（
日
）
に
左
京
東
部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は「
文
化

庁
京
都
移
転・私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」

の
活
動
の
一
環
で
、チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る「
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
も
そ
の
運
営
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
テ
ー
ジ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
児
童
造
形
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
児
童
造
形
の
ワ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ッ
プ
や

作
業
所
で
制
作
さ
れ
た
物
品
の
販
売
な
ど
。「
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
は
セ
ン
タ
ー
内
で
の
作
品
展

示
と
ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
階
段
ま
わ
り
に
９
点

の
ほ
か
、
ア
ー
チ
ス
ト
別
の
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
10
点

を
２
階
の
廊
下
に
展
示
し
ま
し
た
。
ま
る
で
セ
ン

タ
ー
内
は
天
才
ア
ー
ト
作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う

で
し
た
。
作
品
展
示
は
引
き
続
き
５
月
14
日
（
日
）

ま
で
継
続
さ
れ
、
文
化
活
動
な
ど
で
当
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
地
域
の
大
勢
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
好
評
に
終
始
し
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が
活
発
に
論
議
を
展
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
６
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時

よ
り
４
時
30
分
、
同
じ
館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ
室

に
て
、
甲
南
大
学
の
服
部
正
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
支
援
概
念
」
の
テ
ー
マ

で
、
ス
イ
ス
の
伝
説
的
画
家
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ェ
ル
フ

リ
の
一
生
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ア
ー
ル・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
概
念
や
近
年
の
日
本
の
動
向
と
課
題

な
ど
、
刺
激
的
な
問
題
提
起
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
座
談
会
に
移
り
、
当
機
構
高
島
理
事

長
と
同
重
光
副
理
事
長
が
加
わ
り
、
基
調
講
演
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
障
碍
者
芸
術
の

推
進
・
支
援
の
在
り
方
や
現
状
と
問
題
点
、
今
後

の
進
展
に
向
け
た
課
題
な
ど
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
活
発

な
意
見
も
交
え
て
論
議
が
進
み
、
予
定
を
30
分
近

く
オ
ー
バ
ー
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

第３回企画展〝非形態の表象〟＆シンポジウム終了
R e p o r t

『
企
画
展
〝
非
形
態
の
表
象
〟
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

・
来
場
者
総
数
：
８
５
７
人
（
会
期
10
日
）、
う

ち
海
外
観
光
客
等
49
人

・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
：
２
０
１
人

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
：
68
人(
定
員
65
人)



T E N S A I  A R T

4

レポート

トピックス

「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
会
場
に
て

ホ
ワ
イ
エ
展
示

平
成
29
年
４
月
26
日
（
水
）、「
京
都
文
化
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
エ
展
示

で
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
作
品
を

展
示
し
ま
し

た
。
作
品
を

デ
ザ
イ
ン
化

し
た
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ

ル
、
風
呂
敷

の
販
売
も
好

評
で
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
様
で

複
製
画
レ
ン
タ
ル
を
ス
タ
ー
ト

平
成
29
年
４
月
26
日
（
水
）、
京
都
に
本
社
の
あ

る
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置
や
印
刷
関
連
機
器
な

ど
の
産
業
用
機
器
製
造
の
㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
複
製

画
レ
ン
タ
ル

の
契
約
を
し

て
い
た
だ
き
、

作
品
５
点
が

納
入
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
都
江

東
区
に
新
た

に
開
設
さ
れ

た
門
前
仲
町

事
業
所
の
受

付
や
会
議
室

な
ど
に
、
５
点
の
作
品
を
半
年
ご
と
に
２
年
間
、

合
計
20
作
品
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を

契
機
に
、
本
社
地
区
の
ロ
ビ
ー
な
ど
に
原
画
レ
ン
タ

ル
契
約
の
締
結
も
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
他
の
企
業
や
ホ
テ
ル
な
ど
に
も
採
用
の
働

き
か
け
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

に
作
品
掲
示
‼

文
化
庁
の
京
都
移
転
に
向
け
て
、
本
年
４
月
に

東
山
区
に
開
設
さ
れ
た
「
地
域
文
化
創
生
本
部
」。

そ
の
長
官
室
に
当
機
構
所
属
作
家
の
作
品
が
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
に
同
本
部
を
表
敬
訪
問
し

た
折
、
持
参
し
た
「
会
報
12
号
」
の
表
紙
作
品
を

見
ら
れ
た
松
坂
事
務
局
長
が
こ
れ
を
気
に
入
ら
れ
、

長
官
室
に
飾
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
20
日（
火
）よ
り
高
畠
晃
平
さ
ん「
ス
ズ
メ
」（
画

用
紙
・
ク
レ
パ
ス
／
７
９
０
×
１
、１
０
０
）
と
、

楠
川
敦
士
さ
ん
「
三
日
月
を
取
り
に
行
く
宇
宙
船
」

（
画
用
紙
・
ク
レ
パ
ス
／
７
９
０
×
１
、１
０
０
）

の
２
点
を
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
７
月
10
日
（
月
）
に
地
域
文
化
創
生

本
部
を
訪
問
し
、
自
作
の
前
で
ポ
ー
ズ
す
る
高
畠

さ
ん
（
上
）
と
楠
川
さ
ん
（
下
）。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
下
嶋
千
佳
さ
ん
、
法
然
院
に
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ

平
成
29
年
５
月
３
日（
水
）、
法
然
院
に
て
下

嶋
千
佳
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
が
、

勝
方
浩
さ
ん

（
ベ
ー
ス
）
と

バ
ン
ド
「Chi-

Ka-Tsu

」
を

組
ん
で
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
・
ジ
ャ

ズ
・
ラ
イ
ブ
を

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

法
然
院
で
は
、
５
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
「
第

13
回
悲ひ
が
ん
え

願
会
」（
詳
細
は
法
然
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.honen-in.jp/N

-0295-J.htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
が
行
わ
れ
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
含
め
て
全
７
曲
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。
下
嶋
さ
ん
は
、写
実
的
な
絵
画
や
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
さ
れ
、
ま
た
、
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
縫
製
も
こ
な
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

音
楽
で
は
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
や
作
曲
と
多
才
で
、
ま

さ
に
天
才
に
ふ
さ
わ
し
い
才
能
の
持
ち
主
で
す
。

今
後
も
、
そ
の
下
嶋
さ
ん
の
多
彩
な
表
現
の
世

界
を
広
く
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
楠
川
敦
士
さ
ん
、
共
振
×
響
心
～
時
を
掬む
す

ぶ

「
ビ
ッ
グ・

ア
イ 

ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
入
選

作
品
展
」

が
、
こ
の
夏

大
阪
市
に

巡
回
開
催

し
ま
す
。

国
内
外

の
応
募
作
品
１
、３
９
２
点
の
内
、
入
選
作
50
点

を
展
示
。
当
機
構
所
属
作
家
・
楠
川
敦
士
さ
ん
の

入
選
作
「
夢
を
乗
せ
て
」(

20
号
キ
ャ
ン
バ
ス)

が

展
示
さ
れ
ま
す
。

会
場
：
ハ
ー
ビ
スH

ALL 

小
ホ
ー
ル 

ハ
ー
ビ
ス

O
SAKA B2F

（
大
阪
市
北
区
梅
田
２-

５-

25
）

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
徒
歩
７
分
・
阪
急
梅
田
駅
徒
歩
12
分　

ほ
か
地
下
鉄
・
阪
神
あ
り

会
期
：
２
０
１
７
年
８
月
８
日
（
火
）
～
12
日
（
土
）　

11
時
～
20
時
（
最
終
日
は
15
時
）

＊
詳
細
は
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
Ｈ
Ｐ
：htttp//big-i.jp
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天 才
アート
ノート

川嶋 誉大

根ヶ山 恵司

「クレパスのグラデーション」画用紙・クレパス　201６年

知原 諒太　Ryota CHIHARA　1999年生
知原は、数字、文字、そして形にこだわりを持っている。数字であれば、

「84.2」「86.9」などのように小数点が付く。文字であれば「あなた
にサラダ」「オレドン」などのフレーズ。「HIC113  7.19」のような
組み合わせもある。形は、楕円が変形したような、不思議に安心感
を与えるようなものが多い。画面上にこれらが無造作なデッサンの
ように描かれたり、画用紙の両面に描かれたりすることも多い。

根ヶ山 恵司　Keishi NEGAYAMA　1996年生
根ヶ山は、ひとつのモチーフ（それは、犬、昆虫、恐竜、魚、メカロボットと多岐にわたる）
を必ず姿態や意匠をさまざまに変化させて、「シリーズ」のように連作することが多い。
例えば子供の時に誕生日祝いでもらった犬のぬいぐるみをモチーフとしたときには、
実に80枚に達している。作品を並べると、その色調や意匠の変化と連続性が、観る者
になぜか安心感とワクワク感のようなものを与える。

川嶋 誉大　Yoshihiro KAWASHIMA　1996年生
川嶋の制作手法は、クレパスを横にして色画用紙にこすりつけるというものである。
これをいつ覚えたのか定かではないが、京都市立総合支援学校の中学部時代、「きんゴ
ゴ」という自由制作の授業を選択してから知られるようになった。このスタイルでの
制作ですでに7年を経過し、作品は200点ぐらいになっている。クレパスをこすりつ
ける感触を楽しんでいるようにも見えるが、クレパスの色を変えながら絶妙なグラデー
ションに仕上がっている。しかも必ず紙の表裏両面に描いているのが特徴でもある。

知原 諒太

「クレパスのグラデーション」画用紙・クレパス　201６年 「クレパスのグラデーション」画用紙・クレパス　201６年

「知原の色・形・memo」画用紙・アクリル絵の具・色エンピツ　２０１7 年

「知原の色・形・memo」画用紙・アクリル絵の具・色エンピツ　２０１7 年

「九尾（キメラ）」画用紙・サインペン・カラー筆ペン　2017 年

「四獣〈北〉玄武」画用紙・サインペン・カラー筆ペン　2017 年

「エターナルスリープバタフライ」画用紙・サインペン・カラー筆ペン　2017 年「メカイルカ」画用紙・サインペン・カラー筆ペン　2017 年
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下
嶋
千
佳
は
５
歳
の
時
に
「
小
児
自
閉
症
」
と

診
断
さ
れ
、
呉
竹
総
合
支
援
学
校
高
等
部
を
卒
業

し
て
、
現
在
、
京
都
市
ふ
し
み
学
園
「
ア
ト
リ
エ

や
っ
ほ
ぅ
!!
」に
通
う
と
共
に
、土
日
に
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
お
世
話
に
な
り
、
漫
画
制
作
を

し
て
い
る
。

千
佳
が
生
ま
れ
て
24
年
あ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
て
き
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
経
験
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
今
ど
ん
な
状
況

か
に
つ
い
て
、
千
佳
に
直
接
尋
ね
る
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ

こ
で
、本
稿
を
書
く
の
を
機
に
、一
度
そ
れ
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
お
り
し
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
発
達
障
害
〜
解
明
さ
れ
る
未
知
の
世

界
〜
」
で
、
学
習
障
害
を
も
つ
成
人
か
ら
直
接
、

自
身
の
体
験
や
自
身
の
障
碍
に
関
す
る
考
え
を
聞

き
取
る
と
い
う
調
査
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
観
て
触
発
さ
れ
た
面
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
私
な
り
の
方
法
で
千
佳

に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
結
果

に
基
づ
い
て
、
と
く
に
、
千
佳
の
聴
覚
世
界
＝
音

の
世
界
が
垣
間
見
ら
れ
た
部
分
を
報
告
し
た
い
。

●
「
調
査
」
の
概
要

千
佳
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
と
い
っ
て
も
、

普
通
の
会
話
で
彼
女
の
内
面
を
聞
き
取
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
い
の
は
分
か
っ
て
い
た
。そ
こ
で
、

ま
ず
準
備
と
し
て
、
千
佳
が
パ
ソ
コ
ン
に
文
字
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の
聞
き
た
い
こ
と
に

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「G

oogle

ア
カ
ウ
ン
ト
」

を
取
得
し
、
無
料
の
「G

oogle

フ
ォ
ー
ム
」
を

使
え
ば
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問

が
作
成
で
き
る
し
、
回
答
者
も
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
手
軽
に
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
も
、Google

フ
ォ
ー
ム
で
作
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
見
た
目
に
き
れ
い
で
、
選
択
式

の
質
問
に
は
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
で
回
答
で
き
る
た

め
、
千
佳
が
楽
し
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
め
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
、
私
に
と
っ
て

は
、
回
答
の
閲
覧
や
整
理
が
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
が
一
方
的
に
考
え
た
質
問
に

文
字
で
回
答
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は
、
や
は
り
内

容
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
第
１
段
階

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
あ
と
、第
２
段
階
と
し
て
、

千
佳
と
共
に
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
り
、
一
緒
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
見
な
が
ら
、
も
う
少
し
詳
し

い
こ
と
を
普
通
の
会
話
形
式
で
聞
い
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

第
１
段
階
の
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

１
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
千
佳
か
ら
回
答
が

返
っ
て
き
た
。
回
答
の
内
容
も
、
単
に
選
択
式
の

質
問
に
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
で
答
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
由
回
答
欄
に
も
積
極
的
に
記
入
し
て
あ
っ

た
。
や
は
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
が
視
覚
的
に
美
し
く
、

回
答
が
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
か
。

あ
る
い
は
、
よ
り
根
本
的
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
入

力
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
千
佳

に
合
っ
て
い
た
の
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
第
２
段
階
と
し
て
会
話
形

式
で
追
加
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。G

oogle

フ
ォ
ー
ム
へ
の

千
佳
の
回
答
を
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
指
で
さ
し
な

が
ら
話
を
し
た
た
め
、
い
ま
何
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
目
で
確
認
し
な
が
ら
答
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
う
。質
問
時
間
は
30
分
を
越
え
、

千
佳
と
私
が
連
続
で
会
話
し
た
時
間
と
し
て
、
記

録
的
な
長
さ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
千
佳
に
は
や
や

負
担
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
が
娘
と

ゆ
っ
く
り
会
話
で
き
た
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。

●YouTube

を
流
し
放
し
に
し
て
い
る
わ
け

質
問
：
家
で
机
に
向
か
っ
て
物
語
や
マ
ン
ガ
を
書

い
て
い
る
と
き
、
い
つ
も
パ
ソ
コ
ン
でYouTube

を
再
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す

か
？「YouTube

を
か
け
て
い
な
い
と
、
イ
ヤ
な
音

が
耳
に
聞
こ
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
」
と

い
う
の
が
千
佳
の
回
答
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ど
ん

な
イ
ヤ
な
音
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
現
実
に
外
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
音
だ
け
で
は
な
く
、
心
の
中
で

鳴
る
音
楽
も
入
る
ら
し
い
。
ま
ず
、
外
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
イ
ヤ
な
音
と
は
、
私
た
ち
の
家
の
前
の

商
店
街
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
か
け
て
い
る
音
楽
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
私
た
ち
親
の
誤
算
で
あ
っ

た
。
こ
の
家
に
は
、
６
年
ほ
ど
前
に
引
っ
越
し
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
は
当
然
千
佳
の

障
碍
の
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
し
、
商
店
街
で
音

楽
が
流
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

発
達
障
害
の
人
の
中
に
、
観
光
地
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
る
音
楽
に
拒
否
反
応
を
示
す
人
が
多
い

こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
３
点
の
情
報
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
当
然
、
こ
の
家
の
環
境
が
千

佳
に
不
向
き
で
あ
る
可
能
性
に
思
い
至
る
は
ず
で

あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
ら
を
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
の
目
線
だ
け
で
環
境
評
価

を
し
、
違
っ
た
目
線
を
考
慮
で
き
な
い
と
い
う
、

思
慮
の
浅
さ
を
思
い
知
る
結
果
に
な
っ
た
。

心
の
中
で
鳴
る
イ
ヤ
な
音
楽
に
つ
い
て
は
、
か

な
り
具
体
的
に
教
え
て
く
れ
た
。
な
ん
で
も
、「
大

人
向
け
の
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
に
よ
く
使
わ
れ
る
ト

長
調
の
ビ
ー
ト
系
の
音
楽
」
が
と
く
に
イ
ヤ
だ
そ

う
で
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
た
め
にYouTube

か

ら
音
を
流
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
実
際
、
お
そ
ら

く
多
く
の
人
に
と
っ
て
も
、
一
度
心
の
中
で
あ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
出
す
と
、
そ
の
後
ず
っ
と
そ

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
心
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
の
場
合
は
、「
ピ
ア
ノ

売
っ
て
ち
ょ
う
だ
〜
い
」
と
い
う
セ
リ
フ
で
始
ま

る
某
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
が
一
度
心
に
浮
か
ぶ
と
、
そ
の

あ
と
ず
っ
と
心
の
中
で
反
復
さ
れ
た
り
す
る
。
私

で
あ
れ
ば
、た
と
え
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

「
な
ん
か
ず
っ
と
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
く

る
な
」
と
感
じ
る
だ
け
で
済
む
。
し
か
し
、
音
楽

の
好
き
嫌
い
が
激
し
い
人
や
、
音
楽
に
何
か
イ
ヤ

な
記
憶
を
結
び
つ
け
る
ク
セ
が
あ
る
人
に
と
っ
て

は
、
イ
ヤ
な
音
楽
が
心
の
中
で
流
れ
続
け
る
こ
と

は
耐
え
難
い
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
千
佳

は
私
の
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
、
シ
ビ
ア
な
音
世

界
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

千
佳
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
：
聴
覚
＝
音
の
世
界         

下
嶋 

篤

寄　稿



T E N S A I  A R T

7

●
い
つ
もiPod

の
イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
い
る
わ
け

質
問
：
外
で
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
い
つ
も

イ
ヤ
ホ
ン
でiPod

の
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？

千
佳
の
説
明
に
よ
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
離
れ
て

YouTube

を
か
け
ら
れ
な
い
と
き
、iPod

を
手

放
さ
ず
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に
入
れ
て
い
る
の
も
、
外

か
ら
入
っ
て
き
た
り
、
心
の
中
で
鳴
っ
た
り
す
る

イ
ヤ
な
音
を
、
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
た
め
だ
そ

う
で
あ
る
。
さ
ら
に
質
問
を
し
て
分
か
っ
た
こ
と

は
、
イ
ヤ
な
音
楽
に
対
す
る
対
抗
措
置
と
し
て
、

千
佳
は
「
自
分
に
と
っ
て
の
敵
を
倒
す
歌
」
を
、

「
勇
気
づ
け
る
よ
う
に
し
て
」iPod

で
鳴
ら
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。

そ
こ
で
、「
自
分
に
と
っ
て
の
敵
を
倒
す
歌
」

は
ど
ん
な
歌
か
と
聞
く
と
、「
ポ
ピ
ュ
ア
・
テ
ニ

ス
の
オ
ー
プ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
こ
の
「
ポ
ピ
ュ
ア
・
テ
ニ
ス
」
と

い
う
の
は
、
千
佳
が
ず
っ
と
心
に
暖
め
て
い
る
自

作
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
、
千
佳
は
そ
こ

で
使
う
主
題
歌
や
劇
中
歌
を
数
年
前
か
ら
こ
つ
こ

つ
と
作
曲
し
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
千
佳
が
こ
れ

ら
の
曲
を
作
る
理
由
は
、
将
来
の
自
作
ア
ニ
メ
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
今
の
自
分
の
心
の
中
を
、

自
分
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
音
楽
で
満
た
す
た
め

だ
っ
た
の
だ
。
千
佳
が
作
る
音
楽
が
、
暗
い
も
の

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
元
気
の
よ
い
も
の
が
多
い
の

も
、「
自
分
に
と
っ
て
の
敵
を
倒
す
歌
」
を
「
勇

気
づ
け
る
よ
う
に
し
て
」
流
す
た
め
だ
と
す
る
と

合
点
が
い
く
。
そ
う
い
え
ば
、
と
き
ど
き
、iPod

が
電
池
切
れ
に
な
っ
て
音
が
途
絶
え
た
と
き
、
パ

ニ
ッ
ク
気
味
に
な
っ
て
ポ
ピ
ュ
ア
・
テ
ニ
ス
の
歌

を
自
分
で
歌
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
、

イ
ヤ
な
音
楽
が
心
に
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

な
の
だ
ろ
う
。

●
教
室
か
ら
飛
び
出
し
た
わ
け

質
問
：
小
学
校
の
授
業
の
時
、
廊
下
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
「
音
」
や
教
室
の
中
の
「
雑
音
」
が
先
生

の
声
と
混
じ
っ
て
し
ま
っ
て
、
先
生
の
お
話
が
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

い
ま
千
佳
は
24
歳
の
大
人
で
、
か
な
り
行
動
も

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
小
学
生
の
時
は
い
ろ
い
ろ

と
問
題
行
動
が
多
く
、
と
く
に
授
業
中
に
静
か
に

座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
き
な
声
を
出
し

た
り
、
と
つ
ぜ
ん
運
動
場
に
逃
亡
し
て
、
ひ
と
り

遊
具
で
ひ
た
す
ら
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
。
お
そ
ら

く
音
に
対
す
る
敏
感
さ
が
、
そ
う
し
た
振
る
舞
い

の
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
の
こ
ろ
は
千
佳
に
直
接
に
理
由
を
聞
く
な
ど
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
初

め
て
千
佳
に
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
み
た
。

す
る
と
、
案
の
定
と
い
う
か
、
か
な
り
具
体
的

な
回
答
が
得
ら
れ
た
。千
佳
の
通
っ
た
小
学
校
は
、

石
川
県
の
小
さ
な
小
学
校
で
、
１
学
年
に
１
ク
ラ

ス
し
か
な
く
、
そ
の
た
め
に
、
異
な
っ
た
学
年
の

教
室
が
隣
り
合
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
て
、
自
分
の

ク
ラ
ス
で
国
語
を
や
っ
て
い
る
と
き
に
隣
の
ク
ラ

ス
で
音
楽
の
授
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
千
佳
が
言
う
に
は
、
自
分

が
２
年
生
の
と
き
に
隣
の
１
年
生
の
ク
ラ
ス
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
「
あ
の
青
い
空
の
よ
う
に
」
の
歌

声
が
邪
魔
で
仕
方
な
か
っ
た
。
ま
た
、
自
分
が
５

年
生
の
時
に
隣
の
教
室
の
６
年
生
が
歌
う「
歌
よ
、

あ
り
が
と
う
」も
、皮
肉
な
こ
と
に
と
て
も
辛
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
歌
そ
の
も
の
に
何
か

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
素
人
が
歌

う
も
の
な
の
で
、
当
然
音
程
も
外
れ
る
し
、
リ
ズ

ム
も
狂
う
こ
と
が
あ
り
、
絶
対
音
感
を
も
っ
て
い

る
ら
し
い
千
佳
に
は
そ
れ
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら

の
曲
に
何
か
悪
い
記
憶
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
結
び
つ

け
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
、
私
が
当
初
思
っ
て

い
た
よ
う
に
、
そ
う
い
う
外
か
ら
の
音
と
先
生
の

声
と
が
混
じ
っ
て
先
生
の
声
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
に
と
っ
て
耳
障
り

で
仕
方
の
な
い
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ
れ
に

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
確
か

に
、
そ
う
考
え
る
と
、
突
然
、
教
室
を
飛
び
出
し

て
運
動
場
に
向
か
う
と
い
う
行
動
も
説
明
が
つ

く
。
単
に
先
生
の
声
が
聞
き
取
れ
な
く
て
困
っ
て

い
る
だ
け
だ
と
、
教
室
を
出
て
行
く
ま
で
は
し
な

く
て
済
む
か
ら
で
あ
る
。

●
ま
と
め

こ
う
し
て
改
め
て
千
佳
に
聞
い
て
み
る
と
、
彼

女
の
も
っ
て
い
る
、
め
く
る
め
く
音
の
世
界
が
垣

間
見
え
て
き
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
、
親
が
気
に

な
ら
な
い
、
気
づ
き
も
し
な
い
イ
ヤ
な
音
に
悩
ま

さ
れ
続
け
、
教
室
を
飛
び
出
す
、
パ
ソ
コ
ン
で

YouTube

を
か
け
っ
放
す
、
始
終iPod

の
イ
ヤ

2 月11日「けいはんなプラザ」で
開催されたライブ

ホ
ン
を
耳
に
入
れ
る
と
い
っ
た
対
抗
措
置
を
と
っ

て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
彼
女
の
音
の
世
界

で
は
、
彼
女
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
選
ば
れ
た
音

楽
や
、自
作
の
曲
が
始
終
流
れ
て
い
る
。
彼
女
は
、

小
学
校
５
年
ぐ
ら
い
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
作
曲
を
始

め
、
そ
れ
以
来
何
百
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
楽
曲
を

生
み
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
彼
女
の

も
つ
独
特
の
音
世
界
で
流
れ
、
そ
こ
か
ら
あ
ふ
れ

出
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
か
た
わ
ら
の
我
々
は

幸
い
に
も
そ
れ
に
接
し
、彼
女
と
共
に
癒
や
さ
れ
、

「
勇
気
づ
け
」
ら
れ
て
き
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
印
象
的
で
あ
っ
た
の

が
、
か
つ
て
イ
ヤ
で
あ
っ
た
曲
の
い
く
つ
か
は
、

「
も
う
慣
れ
た
」
た
め
「
イ
ヤ
で
は
な
い
」
と
彼

女
が
強
調
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ト
長
調
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
「
歌
よ
、
あ
り
が
と

う
」
は
も
う
大
丈
夫
だ
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

今
で
も
イ
ヤ
な
曲
が
多
く
あ
る
は
ず
だ
が
、
か
つ

て
イ
ヤ
で
あ
っ
た
曲
が
も
う
大
丈
夫
と
い
う
こ
と

を
自
覚
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
イ
ヤ

だ
と
思
っ
て
い
る
曲
に
対
し
、
少
し
距
離
を
置
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
つ
ま
り
、
曲
に
対
し
て
イ
ヤ
だ
と
思
っ
て
い

る
そ
の
嫌
悪
感
が
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、

時
間
や
状
況
と
共
に
変
わ
る
相
対
的
な
も
の
と
し

て
意
識
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
意
識
を
積
み
重
ね
る
こ
と
、
い
わ
ば
、
自

分
と
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
の
知
識
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
、
彼
女
の
独
特
な
音
世
界
に
起
因
す
る

困
難
を
和
ら
げ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
楽
観

的
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
そ
こ
に
、
彼

女
が
こ
れ
ま
で
経
験
を
重
ね
、
今
後
も
経
験
を
重

ね
て
い
く
こ
と
の
一
つ
の
意
味
を
見
出
し
た
い
。
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■ 
京
扇
子「
風
神
雷
神
」が
完
成

京
扇
子
「
風
神
雷
神
」
は
、
俵
屋
宗
達
作
の
国

宝
『
風
神
雷
神
図
屏
風
』
を
所
蔵
す
る
臨
済
宗
大

本
山
建
仁
寺

の
小
堀
泰
巖

管
長
か
ら
頂

い
た
ご
揮
毫

と
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
所
属
作
家
・
三
津
田
一
輝
の
『
平
成
風
神
雷
神
』

の
２
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
と
京
扇
子
の
老
舗
・
宮
脇
賣
扇
庵
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
り
京
扇
子
に
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
進
物
に
最
適
な
商
品
と
し
て
好
評
で
す
。

■ 

コ
ラ
ボ
企
画
～
京
団
扇
無
料
配
布

京
都
の
中
小
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
さ
れ
て
い

る
京
都
職
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

中
京
区)

様
の
企

画
と
、
精
密
機
械
部
品
や
最
先
端
の
装
置
開
発
を

手
掛
け
て
お
ら
れ
るH

ILLTO
P

様
（
宇
治
市
）

の
製
作
費
全
額
寄
付
に
よ
り
、
当
機
構
所
属
作
家

の
長
村 

駿
さ
ん
の
作
品
画

像
を
起
用
し
た
京
団
扇
が
完

成
。「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
応
援
」
と
「
京
都
の
暑

い
夏
を
涼
し
く
」
と
の
思
い

で
、
６
千
枚
を
無
料
配
布
。

〈
配
置・配
布
場
所
〉
７
月
９
日
現
在
、
予
定
を
含
む
。
順
不

同
・
全
数
配
布
終
了
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

京
都
マ
ル
イ
（
四
条
河
原
町
）

京
都
市
河
原
町
三
条
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー（
中
京
区
）

京
都
三
条
会
商
店
街
事
務
局
（
中
京
区
）

■ 

会
報
の
広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構
の
活
動
を

は
じ
め
、
所
属
作
家
の
作
品
紹
介
、
障
碍
者
ア
ー

ト
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
発

行
部
数
は
３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
、
京
都
市
内
の
大
学

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど
に
配
布
・
配
架
を

し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
～
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

京都支社
京都市中京区烏丸通御池上ル二条殿町 552
075-241-4811

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

若
林
は
、
刻
々
と
増
殖
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化

す
る
模
様
状
の
描
画
を
連
続
さ
せ
て
い
く
。
そ

の
後
、
多
彩
な
色
調
を
丹
念
に
塗
り
分
け
て
い

く
。
本
作
で
は
画
面
の
下
側
か
ら
描
き
始
め
、

タ
イ
ト
ル
の
通
り
に
次
第
に
上
部
へ
広
が
っ
て
い

き
、最
上
部
の
放
射
状
の
「
空
」
で
完
結
し
た
。

若
林
は
、
昨
品
が
完
成
す
る
と
ほ
ぼ
す
べ
て
に

自
ら
タ
イ
ト
ル
を
付
す
が
、
制
作
途
上
で
尋
ね

る
と「
ま
だ
わ
か
ら
な
い
」と
答
え
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
作
品
を
描
き
な
が
ら
次
第
に

形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『始まりの海と終わりの空』
若林 義輝　Yoshiki WAKABAYASHI　色画用紙・
色エンピツ　540×394mm　2017 年

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

ふ
た
ば
書
房
ゼ
ス
ト
御
池
店
（
中
京
区
）

京
都
市
動
物
園
（
左
京
区
）

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
中
京
区
）

京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
下
京
区
）

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員・賛
助
会
員・名
誉
会
員
」

の
３
種
類
。ま
た
、寄
付
金
や
助
成
金
、障
碍
者
ア
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援
基
金
な
ど

の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
手
続
き
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

「
ア
ド
ル
フ・ヴ
ェ
ル
フ
リ 
二
萬
五
千
頁
の
王
国
」と
銘
打
っ

た
大
規
模
な
回
顧
展
が
、
兵
庫
県
立
美
術
館
（
１
月
11
日

〜
２
月
26
日
）
と
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
４
月

29
日
〜
６
月
18
日
）
で
開
催
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
／
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
芸
術
家
と
し
て
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
、
日

本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ェ
ル

フ
リ
［1864-1930

］
は
、
日
本
で
初
め
て
の
大
規
模
な
個

展
開
催
に
よ
っ
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
機
構
が
６
月
３
日
に
開
催
し
た
第
３
回
企
画
展
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
甲
南
大
学
の
服
部
正
先
生
が
ア
ド
ル
フ
・

ヴ
ェ
ル
フ
リ
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
概
念
と
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
歴
史
の
浅
い
分
野
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
や
分
析
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
障
碍
者
ア
ー
ト
の
支
援
と
研
究
の
両

面
か
ら
、
こ
の
分
野
の
発
展
や
社
会
的
認
知
度
向
上
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


